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繁殖成績・子牛の発育向上のためには、各ステージに 

必要な量をしっかり母牛に食べさせましょう。 

母牛のステージ別給与飼料量のイメージ

母牛の「適度な栄養度」とは？ 

分娩前管理の point 

 適度な増飼をしましょう
栄養不足は繁殖成績が低下し、 
子牛が病気しやすくなります。 

 

 太りすぎには注意！ 
逆に過肥は難産の原因となりま 

す。牛の状態を見ながら増飼を。

 

 良質粗飼料の給与を！ 
タンパク質含量やビタミン不足 

も繁殖成績の低下を招きます。 

 

（給与例）体重 450 ㎏の場合 

維持期 CP101% TDN103% で計算 

 栄養が不足しやすい時期 
母牛が痩せてきていませんか？ 
栄養不足は繁殖機能の回復を 
遅らせます。 

 

 乳量は十分に 

出ていますか？ 
子牛がずっとお乳に吸い付いて 

いる、痩せている場合は乳量が 

少ない場合も。 
 

 早めに母子分離を！ 
 繁殖機能の早期回復、さらに 

子牛の発育のバラつきも低減！ 

分娩後管理の point  

削痩→骨の上を触ると脂肪が少ない（栄養度 3 以下） 
過肥→骨の上を触ると脂肪が多い or 骨に触れない（栄養度 7 以上） 

栄養度 3

【削痩】

栄養度７ 

【過肥】 
栄養度 4～6 

【適度】 

いい発情がくる、受胎しやすい牛を作るには 

ピラミッドの下から改善していくことが大切！ 

給与事例（畜産試験場）

「栄養度判定」 

6 部位（き甲、背、肋、腰角、

尻、尾根部）を 1～9 の数字で

判定。数字が大きいほど過肥。

簡易的に栄養度を測る機器も 

販売されています！ 

皮下脂肪厚計（藤原製作所） 



  
 

 

優良事例紹介 

超早期母子分離後の増飼 

早期母子分離の場合、泌乳のためのエネ

ルギーがいらないため分離後は維持期の

給与量に戻すとされています。しかし、

分娩後 1 か月間は繁殖機能が回復するた

めの大事な期間です。もし、繁殖成績が

不良で、なおかつその期間に母牛が痩せ

ているようであれば、太らない程度に増

飼し栄養を補ってあげましょう。 

定期的な飼料分析を！ 

（試験場における調査） 

超早期母子分離後、妊娠末期と同量の

増飼を 1 か月間実施したところ、過肥

になることなく繁殖成績が向上 

牧草や WCS は、気候や刈り取り

時期、施肥等で栄養量やビタミン含

量が大きく変動します。専門機関に

依頼し、定期的に飼料分析を行いま

しょう。 

（試験場における調査） 

規 定 量 よ り 栄 養 量 が 

少ないと、繁殖成績の 

低下、生まれてきた子牛

の発育の低下がみられ

た 

      農家 A さん（分娩間隔 365 日）

       農家 B さん（分娩間隔 377 日）

      農家 C さん（分娩間隔 395 日） 

超早期母子分離を実施。また、過肥にならな

いよう母牛にしっかり運動させている。

 妊娠末期にたんぱく・ビタミン増給のため

オーツヘイを追加している。 

 栄養度をみながら個体別に分娩前の増飼量

を決定している。 

ご不明な点があれば 

いつでもご相談ください 

佐賀県畜産試験場 

大家畜部大家畜研究担当 

TEL 0954-45-2030 


